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浸透力とポアソン比が斜面安定に与える影響

The effects of seepage force and the Poisson’s ratio on slope stability
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　豪雨時に発生する表層崩壊のタイミングを正確に予測するには、地中を流動する浸透流の向きと大きさ、及

び土圧を考慮しなければいけない。本研究では、砂質模型斜面（全長 9m、幅 1m、高さ約 4m）に人工降雨

（80mm/h）を降らせ、埋設した合計30個のテンシオメータによって間隙水圧を測定することによって、動水

勾配から土層にはたらく浸透力の向きと大きさを計算するとともに、土圧としてポアソン比を考慮することに

よって、従来の極限平衡法による斜面安定解析を改良した。その結果、計算結果と実験結果がおおむね一致す

ることがわかった。この計算結果は、各種応力およびモーメントのつり合いを考慮するスペンサー法による計

算結果に比べて、今回の実験による崩壊の発生時刻に近づいた値を導き出しており、崩壊発生プロセスをより

正確に表現できる可能性があることがわかった。このことから、今後、野外観測や原寸大の模型斜面を用いた

実験等により、崩壊発生に関与する重大な要因としての斜面土層にはたらく浸透力と土圧の役割を検証してい

く必要がある。
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